
令和５年度 第８回 直江津区地域協議会 

次 第 

 

日時：令和５年９月１２日（火）18:30 – 20:00 

会場：レインボーセンター 多目的ホール 

 

 

１ 開  会                          18:30 – 18:32 

 

 

２ 会長あいさつ                        18:32 – 18:35 

 

 

３ 議 題                           18:35 – 19:55 

 

【協議事項】 

・令和 6年度地域独自の予算について 

 

 

 

  

 

４ その他                           19:55 – 20:00   

・次回地域協議会 

  月  日（ ）午後６時３０分～ レインボーセンター 多目的ホール 

 

 

５ 閉  会 



 

令和 6年度地域独自の予算について 
 

直江津地区環境整備事業 
◆これまでの経緯 

･ 提案書（案）を作成後、関係団体に内容確認を依頼。 

※関係団体：五智公園を育てる会、ひまわり會 

･ 関係団体は、「時間をかけて協議する必要がある内容であることから、計画を取り下

げて欲しい」旨の意向あり。 

◆今後の取り扱い 

･ 地域協議会としての提案は行わない。 

･ 北部まちづくりセンターで各団体からの提案に基づき、予算要求を進める。 

 

直江津地区自主防災組織事業 
◆これまでの経緯 

･ 提案書（案）（協議会と上越市防災士会直江津支部の共同提案）を作成後、市関係課

（市民安全課及び危機管理課）と協議を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆今後の取り扱い【協議事項】 

･ 関係課からの所見のとおり、市としては実施しないことを踏まえ、地域協議会として

提案するか、しないか。 

･ 提案する場合は、団体（防災士会）に対して実施主体として行う意向があるか確認す

る必要がある。なお、意向確認の結果、団体が実施意向を示した場合は令和 7年度に

向けて取組内容の精査を進める。 

 
（今後の流れ） 

 

関係課の所見 

ご提案の事業につきましては、地域ごとに想定される災害事象やリスク、防災対策も異な

るため、特定の地域における課題解決を図るものであると考えます。 

直江津区では防災士による支部が結成され、すでに自主運営事業が活発に実施されていま

すが、市内ではすべての地域自治区で防災士会支部が結成されていない状況であり、支部が

結成されていても、その活動状況には温度差がある状況です。合わせて、地域住民による地

区協議会の設立につきましても、市が主導して全市的に促すものではなく、地域住民の発意

によって運営されるべきものであるため、市実施事業としては適当ではないと考えます。 

ただし、ご提案の取組については、地域の実情を踏まえ、住民の防災意識啓発や自主防災

活動の活性化につながるものであり、地域独自の取組としての実施されるよう再検討いただ

ければと考えます。 

なお、津波避難誘導表示板の設置につきまして、市では、津波ハザードマップを更新する

際に住民ワークショップを開催し、避難行動や避難経路の検討を行い、この結果を踏まえて、

「海抜表記と避難所への誘導指示を示した誘導看板」（津波避難誘導表示板）を設置していま

すので、これまで通り、市の予算で設置や付け替えなどを行うことが適当であると考えます。

設置箇所の増設などがありましたら、検討いたしますので町内会を通じてご要望ください。 

取組提案する 取組提案しない 

防災士会に対して実施主体と
して行う意向があるか確認 

予算要求しない 

（防災士会）実施する 

取組提案しない 
令和 7年度予算要求に向け

て取組内容の精査 

（防災士会）実施しない 

【 資料№１ 】 


